
1.はじめに	 
 平成 23 年度情報工学科卒業研究,緒方基次の研究

題目「チマッティ資料館デジタルアーカイブの実践Ⅱ」

を引き継いだ卒業研究テーマである.昨年度までにデジ

タルアーカイブソフト Greenstone を用いてのデータベー

スが構築できた.緒方の研究では,楽譜画像資料をデジ

タルアーカイブに構築して,Web 検索が実践できるよう

になった.さらに楽譜資料が不正複製を防ぐセキュリティ

の問題も重要な要件なので卒業研究に取り組まれた. 
 本年度卒業研究では,上記の卒業研究のデジタルア

ーカイブの実践構築を引き継ぎ,楽譜資料点数を増や

した.特に, 楽譜はあるが音源再生ができていない楽曲

について,調査検討後に適すると判断した楽譜作成ソフ

ト MuseScore を使い,音源データを楽譜から読み取り,音
源を作成した. 
 楽譜資料のデジタルアーカイブ(視覚化)から音源デ

ータ（聴覚化）を実践して,より利用者が満足するデジタ

ルアーカイブ化を実践することを目的とした. 
 
2.楽譜作成ソフト MuseScore について	 

 図 1.楽譜作成画面は,西野直幸氏が開発した無料の

WYSIWYG 楽譜作成ソフトウェアである.ほとんどの OS
に対応しており,フリーでありながらプロ用楽譜浄書ソフ

ト に も 劣 ら な い ほ ど 高 機 能 で あ る . ま た , 楽 譜 を

PDF,SVG,PMG で綺麗に出力することが可能であり,音
源ファイルとしても wav,ogg,flag の形で保存することが

可能である.直感的にマウス,キーボード,または MIDI キ

ーボードを使って簡単に音符を入力出来る. 

    
       図 1.楽譜作成画面 
 
 音符は一つ一つ手動で入力であるが,楽譜を見てわ

かる人からしたら,音符を入力すればいいだけなのでと

ても活用しやすい. 
 今回の音源制作では MP3 を使用しているので MIDI
ファイルから MP3 ファイルに変換しないといけない点で

苦労した. 
	 

3.制作方法	 

	 以下,制作方法の手順を示す. 

(1)楽譜資料をスキャニングして,PDF に一つにまとめ

る. 

(2)楽譜資料を参考にして,MuseScore で音源作成. 

(3)GreenStone に楽譜資料と音源データを取り込む. 

(4)２つのデータに必要な情報を入力. 
(5)データの取り込み,情報入力が出来たらデータベー

スを構築して,デジタルアーカイブ化をする. 
 
4.制作結果	 
4-1. デジタルアーカイブ画面の作成 

 図 2.デジタルアーカイブ画面を記す.デジタルアーカ

イブを作成するためには,解像度の高い楽譜資料を取

得する必要があるので,今回は 600dpi でスキャニングし

てデジタルアーカイブにした.資料検索に必要なキーワ

ードは,チマッティ資料館の作曲リストを参考に曲番号,
音楽様式,作曲年,タイトルを設定して,検索が出来るよう

にした. 

 
図 2.デジタルアーカイブ画面 

 
4-2.楽譜資料の音源作成 

 楽譜資料のデジタルアーカイブ化だけではなく音源

データのデジタルアーカイブ化をするために,音源作成

ソフト MuseScore を使い音源データを作成することにし

た.結果,CD 音源と作成した音源データを比較したところ,
使われている楽器,速さまでは同じにすることは多少難

しかったが,楽譜通りに演奏している点では CD と変わり

がなかったので,楽譜資料について音源データを作成

す ることが 出 来 た と考 え られ た . 音 楽 フ ァイル 形 式

は,MuseScore に適応している MP3 にした. 
          
4.終わりに	 

 貴重な楽譜資料は約 1000 曲近くあり、全てのデジタ

ルアーカイブ化と音源作成はされていない.今後、本卒

研を引き継がれた時に楽譜資料の劣化が進む前にデ

ジタル化と音源作成をして、楽譜資料と音源データの

デジタルアーカイブが構築されることを期待する。 
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